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以上のことから Ketalar麻酔時脳血流は増加し，そ
の結果，造影剤の脳での循環時聞が局麻時に比し早くな
るものと思われる。従って連続撮影をする場合は別とし
て，単発にて撮影像を得る場合，撮影条件例えば撮影タ
イマーの短縮とか，シャッターを早く切るとかの考慮が
必要と思われる。
質問(淵上) 局麻時とケタラール麻酔時で脳血管写に
おいて血管の径は異なっているか。
答(斎藤) 脳外科医にいわせると，ケタラーノレ麻酔時
の方が，幾分血管径は太く見えるという。
質問(宮腰) 局麻下と，ケタラ~}レ麻酔下の PC0 2 は
同じか。後者で PC02 が上昇していたとすれば，造
影のされ方， C.B.F.の上昇などに， PC02 の影響は
考えられないか。
答(斎藤) ケタラール麻酔時の方が，自発呼吸にまか
せたためか，局麻時に比べ PaC02は上昇している。
犬を周いた動物実験倒では換気条件を一定にしても脳
血流は増加を示した。 しかし，臨床例では， PaC02 
の上昇がひとつの血流増加の factorとなっているも
のと思う。
質問(平賀) 血流量の増加の原因は何と考えられる
か。
答(斎藤) 連続撮影像からみた造影剤の循環時間の短
縮，並びに動物実験結果からすると，体血圧の上昇， 
PaC02 の上昇，による脳血流の増加が起こることが
推測されるが， その他の factorも関与しているもの
と思われる。 
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昭和 44年 10月から何年  1月までに  90例， 7ヵ月
から 76才まで，使用経験を得た。全例に硫酸アトロピ
ンを前投薬として使用。術後ジアゼパム，インドメサシ
ン坐薬を投与している。注射後 5分で，手術可能とな
り， 30分内外の手術可能である。術中副作用の主なもの
は，泣きじゃくり，呑気，痘撃であった。腹位にした
所，チアノーゼ痘撃をきたした症例があった。塩酸ケタ
ミンは呼吸抑制作用が少ないが，胸廓運動を抑制する体
位は好ましくない。呑気が 2例みられた。酸素吸入，胃
内空気吸引で消退した。気道の分泌高進，舌根沈下，導
入時の陪泣によるものと考えられる。術後興奮，譜言 6
例あった。一晩中騒いでいる例もあった。前投薬にジア
ゼパム投与して有効だったとの報告もあり，今後検討し
たい。
塩酸ケタ三ンの長所としては， 1)小児の手術に便利， 
2)術後悲痛の訴えが少ない， 3)ショック時の全麻導入に
便利， 4)腰麻不十分の時有効，などである。
塩酸ケタミンの特性を知り，その適応内の目的に使用
すれば，有効で安全な麻酔ができるものと思う。副作用
については，今後一層検討したい。
質問(岩瀬) 腰麻時にケタラールを併用する場合，演
者は筋注で使っているが，点滴静注を利用して，なる
べく少量のケタラールをワンショットで使った方が良
いのではないか。筋注と静注のいずれがよいか。
答(劉) ワンショットでも，また，点滴静注でもやっ
たことがない。
(吉田) Ketalar追加の際は静脈内投与の方がよ
いと思う。
追加(瀬戸屋) }レンパールの効果不十分の場合，安易
な気持でケタラール投与をすべきで、ないと思う。患者
の不安感を除く目的では，酸素吸入とか， Diazepam 
の投与で、処理できるのではないか。
(水口) 不安感があるときは使ってもよい。
質問(吉田) Aerophagieについてどう考えるか。
答(中村) 私の症例では全例口の中が一杯であった。 
Ketamineは喉頭反射が残るので， Speichel を飲み
こむことによっておこると思う。
(吉田) 口の中にたまっているといないにかかわら
ずみられる。腹が膨らんでいるときはひくべきであろ
っ。
(飯島) 処置としては，長時間(1時間以上)では
成人でも Magen吸引を覚醒前に行なう気使いが必
要。小児の場合，筋注投与が多く，覚醒も時聞を要
し， Aerophagieも起こりやすい。よって小児の場合
は必ず行なうべきである。
質問(飯島) 口の中にたまるという点では，前投薬の
使用が誤っているのではないか。
答(中村) 前投薬を使用しでも， Anoxiaなどあれば，
唾液分泌が増すことはありうる。私の症例ではすべて 
Atropineを使用した。
追加(米沢) アエロファギ一例は小児で多い。エーテ 
Jレのオープンドロップにおいても起こす。呼吸が強く
気道反射の消失がなく，膿下反射があり，意識の消失
した時期にことに起こしやすい。 
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